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＜論文の内容の要旨＞ 

世界の水産物生産量は、1990 年代に漁獲生産が頭打ちとなり、養殖生産によってその後の右肩

上がりの需要を賄っている。天然域からの種苗採集に依存しない人工種苗生産においては、仔稚

魚が要求する栄養に富む小型動物プランクトンを生産できないことが大きな障壁となっている。

海産浮遊性カイアシ類はワムシやアルテミアといった既存の生物餌料よりも高い栄養価を示し、

仔稚魚の成長、生残、市場価値を向上させることから、理想的な生物餌料と認識され、水産分野

への利用が期待されている。しかし、人工環境下でのカイアシ類の生存率と卵生産は低く、加え

て不安定なためにカイアシ類の大量培養は未だ困難とされている。水産餌料として利用する場合、

カイアシ類は高個体密度環境で培養されるため、成体による卵の捕食 (共食い) が発生し、槽内

で生産された卵の実に 30%が共食いによって損失される。そのためカイアシ類の水産分野での利

用には共食い防止技術の確立が喫緊の課題である。相模湾真鶴港に優占する浮遊性カイアシ類

Acartia steueri と A. japonica を培養候補種とし現場調査を行ったところ、A. steueri の出現個体密度

は高く、水温範囲は 12-28oC と広く、本邦の魚類種苗生産の水温帯に合致した。そこで本博士研

究の目的を、浮遊性カイアシ類 A. steueri の集約的な培養技術の確立とし、(1)A. steueri 発達段階前

期 (幼生) から後期 (幼体)、成体の好適餌料の検討、(2)培養個体密度が A. steueri の卵生産と代謝

速度に与える影響の解明、(3)実験室規模での回分式カイアシ類培養槽の運転と生産性の評価を行

った。 

本論文は 5 章から構成されている。第 1 章は総合序論として、海産浮遊性カイアシ類の初期生

物餌料としての有用性と、その集約的培養において生産性を損なう要因である“成体による卵・

幼生の捕食”（共食い）を問題提起し、その解決方法として成体培養槽と幼生・幼体培養槽から

なる 2 槽式培養法を提案した。 

第 2 章では A. steueri を複数の餌料藻類条件で培養し、幼生から成体までの生存率と、成体の卵

生産速度を測定し、それぞれの好適餌料を検討した。幼生から成体における生存率は、緑藻

Tetraselmis suecica と珪藻 Chaetoceros gracilis からなる混合餌料を与えた条件で最大化されたため

好適餌料として選択した。成体の卵生産は、緑藻 T. suecica と珪藻 Thalassiosira weissflogii からな

る混合餌料を与えた条件で最大化されたため、好適餌料として選択した。これらの餌料検討の結

果、幼生から成体までの生存率が 20%と高効率な継代培養に成功した。 
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A. steueri を高個体密度で培養した際の生理状態を理解し、適切な培養個体密度を検討するため

第 3章では、本種成体を異なる個体密度条件で培養し、生存率、卵生産速度、代謝速度を測定し

た。生存率と卵生産速度のいずれにおいても、各個体密度条件間で有意な差は認められなかった

が、呼吸速度は高個体密度条件で有意に減少した。これらの結果より、本種の生存率と卵生産速

度は個体密度によって変化せず、高個体密度条件では代謝速度を減少させ卵生産速度を維持した

ため、高密度培養に適した生物学的特徴を有していると考えられた。 
第 4 章では、共食い防止機構を備えた成体培養槽を作成後、第 2、3 章で決定した好適餌料と

培養個体密度を用いた 20 日間の運転を実施し、その生産性を評価した。その結果、既往研究の

1.6 倍の生産性を達成したため、大型化に向けての方途を見出した。 
第 5 章では総合考察として、本研究手法による大型生産システムを想定した試算を行うととも

に、本手法の他カイアシ類種への応用と実利用に向けた今後の課題を論じた。 
 
本論文の内容の一部は、下記の査読制度を有する権威ある学術雑誌に 3 編が掲載されており、

本論文の研究成果が国際的にも評価されていることを示している。 
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＜論文審査結果の要旨＞ 

カイアシ類は天然域では仔稚魚の餌料生物として重要であることは以前から認識されている。

しかしながら、人工環境下でのカイアシ類の増殖は低く、不安定であることから、養殖餌料とし

ての利用は進んでおらず、その基盤となる研究も限られるため、技術的な課題が多く残されてい

る。本博士論文は、水産餌料としての浮遊性カイアシ類の集約的培養技術の確立を目的とし、こ

れを達成するための餌料藻類種、培養密度などの条件検討、新規飼育手法の開発を行ったもので

ある。カイアシ類の幼生から成体までの生存・成長と、成体の卵生産に分けて異なる混合餌料を

利用することで、A. steueri の継代培養に成功した。また、生産された卵を速やかに、かつ低労力

で分離、選択的に回収可能な新規培養手法を用いることで、既往研究の 1.6 倍の卵生産性が達成

された。本博士学位論文で確立した培養技術、得られた知見は水産増殖学やプランクトン工学分

野に大きく貢献し、博士論文として充分に価値のあるものと結論づけられた。以上のことから、

本論文は、博士（工学）として十分な価値を有するものと認める。 



最終試験の結果の要旨 
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